
平 成 30年 12月 14日
九 州 地 方 整 備 局

平成30年度 九州防災・減災シンポジウムin遠賀川

～いのちを守るために、今できること～

国土交通省では「施設では守り切れない大洪水は必ず発生するもの」へ
意識を変革し、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」を再構築する
取組を行っております。

近年、全国各地で発生している豪雨災害の特徴や、遠賀川において平成
３０年７月豪雨（西日本豪雨）で観測史上最高水位を観測したことなどを
踏まえ、インフラの重要性や、その効果を認識するとともに、ソフト対策
により地域防災力を向上し、地域住民の的確な避難行動に繋げることを
テーマに、シンポジウムを開催いたします。

■開催日時等
1)開催日時：平成31年1月24日（木）13:30～17:00（受付13:00～）
2)開催場所：ユメニティのおがた 大ホール

直方市大字山部３６４－４
3)参加費等：参加費無料

（要申込み ※応募多数の場合は抽選）
4)申込方法：下記WEBから受け付けております。

http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/symposium.html
（申し込み締切：平成31年1月18日(金)）

■主 催：国土交通省 九州地方整備局
■共 催：福岡県、遠賀川流域21市町村、遠賀川河川協力団体連絡会

■添付資料 平成30年度九州防災・減災シンポジウムin遠賀川 チラシ

発表先：国土交通省九州記者会
九州建設専門記者クラブ
遠賀川流域内記者クラブ（北九州地区,直方地区,飯塚地区,田川地区)

【問合せ先】
国土交通省 九州地方整備局 河川部

水災害予報センター長 鬼塚 英文（内線 3851）
水災害対策専門官 安部 剛 （内線 3852）

ＴＥＬ： 092 － 471 － 6331（代表）
ＴＥＬ： 092 － 707 － 0110（直通）

国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所
技術副所長 廣松 洋一（内線 204）
調査課長 今井 勝一（内線 351）

ＴＥＬ： 0949 － 22 － 1830（代表）
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国土交通省九州地方整備局

開催日時

主　催

福岡県、遠賀川流域21市町村、
遠賀川河川協力団体連絡会

平成31年1月24日（木）
13：30～17：00（受付13：00～）

ユメニティのおがた 大ホール
（直方市大字山部364-4）

開催場所

共　催

水防災意識社会の再構築へ！「防災・減災  九州」

基調講演

パネルディスカッション

近年の豪雨災害と気候変動適応

頻発する豪雨災害への備え

京都大学防災研究所 教授 中 北  英 一氏

H30.7　飯塚市頴田H30.7　直方市役所前

参加無料

H30.7 直方市

　国土交通省では「施設では守り切れない大洪水は必ず発生するもの」へ意識を変革し、社会全体で洪水に備える「水防災意識社
会」を再構築する取組を行っております。
　近年、全国各地で発生している豪雨災害の特徴や、遠賀川において平成30年7月豪雨（西日本豪雨）で観測史上最高水位を観測
したことなどを踏まえ、インフラの重要性や、その効果を認識するとともに、ソフト対策により地域防災力を向上し、地域住民の的
確な避難行動に繋げることをテーマにシンポジウムを開催いたします。

九州防災・減災
シンポジウム　遠賀川in
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同時開催（ロビーギャラリー）

直方市役所

防災パネル展 
・直方市西尾地区などでの マイハザードマップづくり 
・『マイ・タイムライン』のつくり方 
　など地域での防災・減災の取組を紹介 
防災備蓄物資展示 
・段ボールベットや簡易トイレなどを展示 
備蓄食をおいしく食べるためのレシピ展示 等



平成30年度

九州防災・減災シンポジウム 遠賀川in

■プログラム

中北 英一氏
近年の豪雨災害と気候変動適応

13:00

13:30 13:40

13:40 14:30

14:30 14:40

開  場（受付開始）

開  会 ～主催者挨拶

休  憩

京都大学防災研究所教授
■略歴
平成16年10月～京都大学防災研究所教授、平成27年4月～平成29年3月京都大学防災研究
所副所長

■学会・社会活動
◎国土交通省：社会資本整備審議会河川分科会委員、河川整備基本方針検討小委員会委員、
　大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会委員
◎環境省：中央環境審議会 地球環境部会 気候変動影響評価等小委員会委員
◎気象庁：気候変動に関する懇談会委員
◎土木学会水工学委員会委員長（平成27年6月～平成29年5月）

基調講演
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国土交通省
遠賀川河川事務所
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納富 昌子氏頻発する豪雨災害への備え
14:40 17:00

パネル
ディスカッション

コーディネーター

秋山 壽一郎氏
九州工業大学名誉教授
あきやま　じゅいちろう ありまつ　　けんさく

有松 賢作氏

元「7・19大水害被害者の会」
代表世話人

高橋 幸子氏

NPO法人
直方川づくりの会
たかはし　　さちこ

のうとみ　　まさこ

田中 俊憲氏

FBS福岡放送報道局報道部副部長
九州災害情報（報道）研究会幹事
たなか　　としのり み　 ぶ　 たかあき

壬生 隆明氏
直方市長

大野 良徳
遠賀川河川事務所長
おおの　　よしのり
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国土交通省 九州地方整備局 河川部 水災害予報センター 1092-707-0110
●お申し込み多数の場合は抽選のうえ、登録いただいたご連絡先までお知らせいたします。
●ご登録いただいた個人情報は、ご本人の承諾なく本シンポジウムの実施目的以外には使用いたしません。

（一般社団法人）建設コンサルタンツ協会　　　　CPDプログラム認定：2.83単位
（一般社団法人）全国土木施工管理技士会連合会　CPDSプログラム認定：3unit

http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/symposium.html
国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所 防災情報課　10949-22-1830
シンポジウムに関する
お問い合わせ先

お申し込みはWEBまたは電話から、必要項目にご記入または案内に沿ってご登録ください 申し込み締切　1月18日（金）

申し込みサイト
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